
 

1 

 

 

 

メインテーマ 

地域看護のソーシャルイノベーション 

―地域社会の包容力を高める看護の挑戦― 

 

会期 ： 現地開催  令和 6年 6月 29日（土）～30日（日） 

 オンライン開催 令和 6年 6月 29日（土）～8 月 31日（土）（予定） 

会場 ： 仙台市中小企業活性化センター 

  TKPガーデンシティ仙台（宮城県仙台市青葉区中央 1丁目 3-1 AER内） 

  及び オンライン会場 

URL ： https://jachn27.yupia.net/ 

 

ご 挨 拶 

この度、日本地域看護学会第 27 回学術集会を 2024 年 6 月 29 日（土）・30（日）に、仙台市

において開催させていただくにあたり、学会員の皆様にご挨拶を申し上げます。 

  

 現在、産学官の様々な場で最先端技術をあらゆる社会生活に取り入れ、イノベーションか

ら新たな価値を創造することにより、誰もが快適で活力に満ちた質の高い生活を送ることが

できる人間中心の未来社会を実現しようとする取り組みが始まっています。IoT（Internet of 

Things）ですべての人とモノがつながり、人工知能（AI）やロボットなどの技術を用いて、

少子高齢化、地方の過疎化、貧富の差などの課題の克服に挑もうとしています。社会の変革

（ソーシャルイノベーション）を通じて、これまでの閉塞感を打破し、希望の持てる社会、

世代を超えて互いに尊重しあえる社会、一人一人が快適に活躍できる社会をつくることが日

本の未来社会 Society5.0構想です（内閣府HPより）。 

東北地方は、超高齢少子社会が進む過疎化の先進地域です。第 27回学術集会では、東北 6

県の地域社会の変化に応じて、新しい価値を創出している地域看護および関係領域の諸活動

を共有し、異次元の速さで変化を続ける社会情勢の中で「地域社会の包容力を高める看護の

挑戦 」をテーマに意見交換を行い、メインテーマ『地域看護のソーシャルイノベーション』

について議論したいと思います。ここでの交流と学び合いが、それぞれの立場で社会変容や

組織改革に向けた実践・教育・研究を推進する熱量となり、個人の気づきやひらめきがつな

がり、地域看護の新たな価値を創出する原動力になることを祈念します。 

 

日本地域看護学会第 27回学術集会 学術集会長  大森 純子 

（東北大学大学院医学系研究科 教授） 

 

日本地域看護学会第 27回学術集会 副学術集会長 浦山 美輪 

（東北大学病院 副院長・看護部長） 

  

日本地域看護学会第 27回学術集会のご案内 
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■会長講演

「地域看護のソーシャルイノベーション－地域社会の包容力を高める看護の挑戦－」

講師 大森 純子 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野 教授） 

■基調講演 1

「地域看護の未来と可能性」

講師 秋山 正子 （株式会社ケアーズ 代表取締役 白十字訪問看護ステーション 統括所長 

認定NPO法人マギーズ東京 共同代表理事センター長） 

■基調講演 2

「地元に根をはる地域看護」

講師 中村 順子 （NPO法人ホームホスピス秋田 理事長） 

■特別鼎談

「地域社会と共に変革する看護」

講師 浦山 美輪 （東北大学病院 副院長･看護部長） 

杉内 美佐子（医療法人社団愛生会昭和病院 副院長･看護部長） 

日向 園惠 （日本赤十字社石巻赤十字病院看護部 老人看護専門看護師） 

■シンポジウム

「地域社会の未来を変える看護－その人らしい育ち・子育てを応援するソーシャルキャピタル－」

講師 塩野 悦子 （東北福祉大学健康科学部 教授 / 宮城県助産師会 会長） 

遠山 裕湖 （宮城県医療的ケア児等相談支援センターちるふぁ センター長） 

小川 ゆみ （一般社団法人マザーウイング 理事長 / のびすく泉中央 館長） 

■リレートーク

「地域社会の変容を起こす看護

－鶴ケ谷地区における地区保健活動とそれを包含する地区住民の活動－」 

講師   芦澤 勝彦 （有限会社ひまわり手芸店 代表取締役） 

遠藤 恵  （労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 

仙台市鶴ケ谷東マイスクール児童館 館長） 

和知 洋子  （公益財団法人仙台市医療センター 仙台オープン病院 看護部長） 

千葉 良恵 （仙台市宮城野区保健福祉センター障害高齢課 主査 保健師） 

早坂 佳穂 （仙台市宮城野区保健福祉センター家庭健康課 保健師） 

■教育講演 1

「住民の生活を支える看護拠点（看護小規模多機能型居宅介護）」

講師 小野 久惠 （有限会社あおい 代表取締役） 

佐々木 浩幸 （有限会社あおい 事業推進部 部長） 

■教育講演 2

「住民と育てる地域医療マインド」

講師 丸山 博行   （青森県立中央病院地域医療支援部 部長） 

■教育講演 3

「住民と共に歩む復興の道のり」

講師 工藤 奈織美 （福島県双葉郡富岡町健康づくり課健康づくり係 係長） 

プログラム 



 

3 

■教育講演 4 

「多文化共生を叶える文化的能力」 

 講師   小笠原 理恵（大阪大学大学院医学系研究科国際未来医療学講座 特任講師） 

 

■教育講演 5   

「地域ケアを支える地元ナースの養成」 

 講師   菅原 京子 （山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科地域看護学領域 教授） 

 

■教育講演 6   

「地域ケアを司る訪問看護の人材育成」 

 講師   高橋 和子  （宮城大学看護学群在宅看護学 教授） 

   

■研究セミナー1 

「疫学研究×地域看護」 

 講師   寳澤  篤 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野 教授） 

 

■研究セミナー2 

「AI情報科学×地域看護」 

 講師  岩﨑 淳也 （東北大学医学教育推進センター 講師） 

 

■研究セミナー3 

「ロボット工学×地域看護」 

 講師   平田 泰久 （東北大学大学院工学研究科ロボティクス専攻 教授） 

   

■会員集会・表彰式、理事会企画セミナー 

■ワークショップ、一般演題 

 

 

 

 

 

 

 

日程 現地開催 ライブ配信 オンデマンド配信 

6月 29日（土） 

会長講演、基調講演、 

特別鼎談、シンポジウム、 

リレートーク、教育講演、 

研究セミナー、理事会企画 

セミナー、会員集会・表彰式、 

ワークショップ（現地型） 

ワークショップ 

（Web型・ 

ハイブリッド型） 

一般演題 示説 

（動画オンデマンド発表） 

配信開始 

6月 30日（日） 
（一般演題口演（オンライン・セッ

ション）が視聴可能。会場からの登

壇も可。） 

一般演題 口演 

（オンライン･セッション） 

 

 

オンデマンド 

配信期間 

  現地開催および 

一般演題（口演）の 

記録動画を 

準備ができ次第配信 

  

開催方法（ハイブリッド開催） 
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１．登録期間と方法 

登録期間 ：2024年 1月 15日（月）～3月 15日（金） 

登録方法 ：オンラインフォームによる登録 

（学術集会ホームページ「一般演題登録」ページをご参照ください） 

 

２．発表者の資格 

種別 学会員資格 学術集会の参加登録 

筆頭発表者 
・申込時点で学会員 

（または入会申込中）の者に限る 

・演題登録前に参加登録を行い、 

前期登録期間内に参加費を支払う 

ことが必要 

共同発表者 ・非会員でも可 ・不要 

 

筆頭発表者 1 人につき、1 演題の申込みとします。ただし、共同発表者としての連名はこ

の限りではありません。また、ワークショップにもお申し込みいただけます。 

 

申込み時点で非会員の筆頭発表者の方は、演題登録締め切り日までに入会申込手続きを済

ませてください。なお、入会年度については下記をご参照ください。 

 

 ＜入会年度について＞ 

(1)  2023年度入会を希望される場合には、2024年 1月 31日までに入会申込手続きを済ませ

てください。 

(2)  2024 年度入会を希望される場合には、2024 年 4 月末日までに入会申込手続きを済ませ

てください。なお、申込時に学生の方で 2024 年 3 月に卒業見込の方は、2024 年度入会

としてください。 

 

３．発表方法 

発表方法種別 学会員資格 

口演 

（オンライン･セッ

ション） 

・6月 30日（日）に、Zoomミーティングを利用してオンラインにて 

発表（発表 7分予定） 

・現地会場への来場は不要（希望者は会場から登壇も可能）。 

・発表ファイルは自身で画面共有 

・質疑は演題群ごとにまとめて実施（20分間予定） 

・発表の様子は録画し、事後にオンデマンド配信 

・オンデマンド配信期間中の掲示板対応は任意 

示説 

（動画オンデマン

ド発表） 

・動画ファイルを事前に提出する 

・質疑はオンデマンド配信期間中に掲示板にて実施する（対応必須） 

 

一般演題募集要項 
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４．演題抄録原稿作成方法 

1) 本文は 1,000文字以内に収めてください。図表を入れることはできません。 

2) 活動報告の場合は【活動の目的】【活動内容】【活動成果】【今後の計画・課題】【倫理

的配慮】【利益相反】、研究報告の場合は【目的】【方法】【倫理的配慮】【結果】【考察】

等、内容を構造化する見出しをつけて記載してください。 

3) 見出しの後は改行し、行頭に 1文字スペースを入れて文章を始めてください。ただし

箇条書きなどの場合は行頭のスペースは不要です。 

4) 句読点は「、」「。」で統一してください。 

5) 不要な改行は入れないでください。 

6) 学術集会事務局で体裁を整えさせていただく場合があります。ご了承ください。 

7) タイトル・サブタイトルに（その 1）（その 2）等を記載することは可能ですが、発表

順は学術集会事務局に一任ください。 

8) 倫理的配慮と利益相反(COI)の開示については必ず記載してください。一般演題登録の

ページに例を記載しています。 

9) 演題登録期間中は演題登録番号とパスワードを利用して、何度でも抄録を修正するこ

とができます。 

 

５．登録後の流れ 

1) 査読の結果により修正等をお願いすることがあります。査読結果は 4 月にメールでご

連絡します。 

2) 演題番号およびライブ発表の発表時間、オンデマンド発表のファイル提出方法につい

ては、学術集会開催日の 1か月前までにメールにてご連絡します（学術集会ホームペー

ジにも掲載します）。 

 

６．優秀演題賞の選考について 

本学術集会では優れた一般演題発表に対して「優秀演題賞」を授与します。 

選考方法等についてはホームページをご確認ください。 

 

７．注意事項 

1) 発表内容は未発表のものに限ります。 

2) 原則として、演題登録期間を過ぎてからの演題抄録の修正はできません。ネットワー

クトラブル等の責を負うことはできませんので、余裕をもって登録してください。 

3) 演題登録後に筆頭発表者を変更する場合は、必ず学術集会運営事務局（8頁参照）へご

連絡ください。なお、変更した筆頭発表者も学会員資格と参加登録が必要となります。 

4) 演題登録に関するお問い合わせは、原則として筆頭発表者が行ってください。第三者

（共同発表者等）からのお問い合せには、お答えすることはできません。 

5) その他、登録に関する詳細は一般演題登録のページにてご確認ください。 
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地域看護の実践・教育・研究にかかわる問題提起や方法の検討などのテーマによるワーク

ショップを数題募集します。なお、ワークショップは参加者との意見交換や討議等、双方向

の内容を含むものとします。一方的な伝達を行うだけのものは採用できません。 
 

１．申込方法 

申込期間 ：2024年 1月 15日（月）～3月 15日（金） 

登録方法 ：オンラインフォームによる登録 

（学術集会ホームページ「ワークショップ登録」ページをご参照ください） 

 

２．ワークショップ開催費 

10,000円（開催決定後にお支払いいただきます） 

 

３．世話人の資格 

種別 学会員資格 学術集会の参加登録 

代表世話人 
・1名以上が登録時点で本学会員 

（申込中を含む）であること 

・世話人は全員、参加登録・参加費支

払いが必要 

（前期登録・後期登録・当日会場受

付いずれでも可） 
共同世話人 

 

複数の世話人による登録のみ受け付けます（必ず共同世話人が必要です）。 

入会についての詳細は 4ページ「２．発表者の資格」をご参照ください。 

登録は 1グループ 1件までとします。 
 

４．実施方法 

種別 開催方法 

現地型 現地会場で開催する。 

Web型 Zoom等によりWeb上でライブ配信する。 

ハイブリッド型 現地会場で開催している様子を Zoom等でライブ配信する。 

 

1) 実施時間は、準備・片づけを含め 80分です。会場の設営変更等が必要な場合は時間内

に世話人が実施してください。 

2) 会場ではノート PC1台、スクリーン・プロジェクター、マイクをご用意します。それ

以外の機材が必要な場合はご準備ください。 

3) Zoom等を利用する場合は世話人自身が設定してください。後日URL等をお尋ねしま

す。なお、会場ではネットワークが利用できます。 

4) オンデマンド配信用の動画を掲載することが可能です（1件に限る）。 

 

ワークショップ募集要項 
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５．抄録作成方法 

・本文は 1,000文字以内に収めてください。図表を入れることはできません。 

・倫理的配慮と利益相反(COI)の開示については必ず記載してください。 

・構造化抄録とし、必ず【方法】の中にタイムテーブルを記載してください。 

（例：説明 5分、話題提供 20分、意見交換 40分、まとめ 10分、片付け 5分など） 

・その他詳細はワークショップ登録のページにてご確認ください。 

 

６．登録後の流れ 

1) 査読の結果により修正等をお願いすることがあります。査読結果は 4 月にメールでご

連絡します。 

2) ワークショップ実施の日時、会場等については、学術集会開催日の 1～2か月前までに

メールにてご連絡します（学術集会ホームページにも掲載します）。 

 

 

 

 

 

１．参加費 

区分 
前期登録 

（2024/1/15～6/3） 

後期登録（6/17～7/31） 

・当日会場受付 

会員 10,000円 12,000円 

非会員 12,000円 

学生（院生を除く）  2,000円 

※ 講演集の印刷冊子配布は含まれません。講演集は PDFファイルでダウンロードいただけます。 

２．参加登録の期間と方法 

前期参加登録・入金期間 ：2024 年 1 月 15 日（月）～6 月 3 日（月）24 時 

後期参加登録・入金期間 ：2024 年 6 月 17 日（月）～7 月 31 日（水）24 時 

学術集会ホームページから申込の上、期間内に参加費をお支払いください。 

株式会社ユピアが収納代行を行います。クレジットカード、銀行振込、GooglePay、コン

ビニ決済がご利用いただけます。支払い方法は申込後の確認メールに記載しています。 

できるだけ事前にオンラインでお申し込みください。現地会場での当日受付でもご参加い

ただけますが、おつりのないようにご用意をお願いいたします。 

 

＜参加費お支払い時の注意点＞ 

1) 複数の方の参加費を一度に入金することはできません。1人ずつお申込・お支払いを

お願いいたします。団体参加の方はご相談ください。 

2) 前期登録締切日までに入金が確認できない場合、後期登録の料金となります。 

3) 非会員であって、入会申込のうえ会員資格で事前申込をされる方は、入会年度を選ぶこ

とができます。入会についての詳細は 4ページ「２．発表者の資格」をご参照ください。 

4) 一度払込された参加費等の返金には応じられません。 

参加登録方法 
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３．領収書・参加証・会場参加用名札・講演集について 

領収書は入金確認後のメールで PDFがダウンロードできます。 

現地開催の数日前に公開する予定の「オンライン開催ページ」にて、参加証・会場参加用

名札・講演集の PDFファイルがダウンロードできます。現地会場にご参加の方は、名札を印

刷してご持参ください。 

なお、講演集の印刷冊子をご購入いただくことも可能です（送料・手数料込み 2,500円）。

購入方法は別途ホームページでご案内します。 

また、現地会場では 1部 2,000円にて販売します。印刷部数が限られますので、売り切れ

の際は後日の送付となりますこと、何卒ご容赦ください。 

 

 

 

 

 

 

現地会場へのアクセス 

JR東北本線 仙台駅 西口 徒歩 2分 

仙台市地下鉄南北線 仙台(地下鉄)駅 北 8出口 徒歩 2分 

 

宿泊について 

学術集会側での手配は行っておりませんので、ご自身でお手配をお願いいたします。 

 

 

・・・・・・・・・・・・ お問い合わせ ・・・・・・・・・・・・ 

 

日本地域看護学会 第 27 回学術集会事務局（学術集会全般） 

東北大学大学院医学系研究科 公衆衛生看護学分野 

〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 

Tel：022-717-7930（平日 10-16時） Fax：022-717-7931 

E-mail：jachn27@pubnurse.med.tohoku.ac.jp 

  

日本地域看護学会 第 27 回学術集会運営事務局（参加・演題・ワークショップ申込など） 

〒456-0005 名古屋市熱田区池内町 3-21（株）ユピア内 

E-mail：jachn27@yupia.net 

Tel：052-872-8101（平日 10-16時） Fax：050-3737-7331 

 

一般社団法人日本地域看護学会事務センター（学会入会および会員登録情報の変更など） 

〒162-0826 東京都新宿区神楽坂 4-1-1 オザワビル 2F（株）ワールドプランニング内 

Tel：03-5206-7431  Fax：03-5206-7757 E-mail：office@jachn.net 

お問合せ時間：土・日・祝日を除く 10:00～17:00 

 
＊参加登録、演題・ワークショップ申し込み情報は上記内で共有させていただきます。 

お預かりする情報は当学術集会の開催のみに利用し、その他の目的に利用することはありません。また、

情報は厳にこれを保護します。 

現地会場案内 


